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〈イベント報告〉 

オンライン勉強会 第 6 回 

村上由美会員 

「〈みる〉ということ―― 

マラルメの絵画評論、舞踊評論から〈まなざし〉を読み解く」 

2022 年 12 月 29 日(木) Zoom 配信 

 

村上 由美 

 

 

2022 年 12 月 29 日に協会主催のオンライン勉強会（Zoom にて開催）で発表させていただいた内容を

報告する。慌ただしい年末にもかかわらず、当日は 24 名の参加者にお集まりいただいた。司会は協会実

行委員長である片山幹生氏におこなっていただいた。オンライン勉強会は 20 時に開始して 21 時過ぎまで

発表、その後、ディスカッションは 22 時半過ぎまでおこなわれた。 

発表者の専門は 19 世紀フランス象徴派の代表的詩人であるステファヌ・マラルメ（1842-1898）によ

る芸術論であり、とりわけ、今回は、この詩人による舞踊論と絵画論をあわせて読み解くことで、芸術作

品を「みる」とはどういうことなのかを紐解く目的で発表がなされた。 

マラルメは、詩作に並行して 1870 年代には絵画論を、1880 年代には舞踊論を書いている。絵画と舞踊

は異なる芸術ジャンルであるが、マラルメにおいてその両者は、ものの見方という点で同一線上にならべ

られる。今回の発表は、マラルメの舞踊論が、絵画論の発展形態として書かれたのではないかと仮定し、

さらにその思想がマラルメの文学的営為として 1890 年代の詩や散文に引き継がれていったのではないか

と考え、その先にその詩学を考えていくかたちとなった。 

マラルメは、舞踊について次のように定義している。踊りとは、踊り子が自分の身体で舞台空間に〈記

号〉を書く行為であり、それを受け手=観客は「読む」ことだ、と。舞台の読解のためには「まなざし」

の訓練が必要なのだという。そこで今回は、マラルメにおいて、舞台に向けられる「まなざし」の理論が

1870 年代の絵画、とりわけエドゥアール・マネならびに印象派の画家たちの「まなざし」の理論に淵源

を求めることができるのではないかという仮説からはじめられた。 

マラルメはバレエの公理の名のもとに、「踊り子は女ではなく、また踊るのでもない」と説いている。

マラルメにおいて、バレリーナは、絵画でいえば「一筆一筆のタッチ」によって描かれた色彩の塊のよう

なものであった。そのバレリーナの脚は、絵画の「一筆一筆のタッチ」のように、その都度、観念の「再
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創造」の機能を果たしているといえる。そう考えると、踊りとは、自然の模倣ではなく、一瞬一瞬の観念

の様相を生み出すものといえる。これをうみ出していくのが、見るものの「まなざし」である。こうして

マラルメにおける 1870 年代の「まなざし」の理論は、1880 年代のバレエ論に接ぎ木されていったといえ

る。 

結論からいうと、この発表において、1880 年から 1890 年代にかけて、マラルメが展開した舞踊論に通

底する美学の起源を探ったが、「まなざし」を着眼点とすることで、1870 年代にそのルーツを見いだすこ

とが可能となった。この起源をたどることと、マラルメの詩学を解き明かすことは、方向性は同じである

といえる。常に移り変わる光や、身体の連続する動きなど、はっきりととらえきれない対象物を読み取る

こと、また、隠れて見えないものを、記号をとおして読み取ることは、マラルメの詩学に共通するものだ

と考えられるからだ。そして、この読み取るという行為は、絵画においてもバレエにおいても、「観る」

という行為を行おうとする 観客（すなわち、その場を共有する者）が、意識的に実践することで可能に

なるものだといえる。鑑賞者が芸術作品に積極的に参加し、完成するといった鑑賞の仕方とは、20 世紀

にはいってこそ一般的になったが、19 世紀においてこの発想は画期的であり、まさに時代を先取るもの

であったと結論づけられる。 

質疑において、マラルメ研究者の黒木朋興氏、坂口周輔氏よりご指摘いただいたのは、マラルメにおい

て光の捉え方、身体の捉え方がいかなるものであったか、という点であった。舞台と光の関係は、19 世

紀末に大きく変わり、電気照明が発明されたことで舞台照明も開発され、舞台の効果が様々に試されてい

ったことと、そういう照明効果からうみだされる様相が、マラルメにおける観念の象徴となっている点を

どう考えるか、という内容であった。また、これに関連して、マラルメにおいてダンサーの身体性と、そ

の踊りが「観念までをも指し示す」というのはどういうことを指しているのか、という点に議論が発展し

た。この点は、この時代が抱える問題として、メディアの捉え方の変化がその思想に影響しているという

方向で議論が落ち着いた。つづいて、舞踊研究者の安田靜氏、北原まり子氏からは、マラルメが「踊り子

が記号の仕方で踊る」と記す箇所について、この「記号」と舞踊記譜法における記号との相違点について

指摘があった。これについては発表者の勉強不足により、マラルメにおけるダンスの「記号」性は、ノヴ

ェールが「舞踊とバレエについての手紙」（1760 年）で述べるところのダンスノーテーションとは発想が

異なり、マラルメのそれはあくまで象徴作用としての記号性であるというリプライにとどまった。この点

について、横山義志氏からは、Mark Franko の La Danse comme texte が提示され、この研究書に身体の

記号性を述べている箇所があるという指摘があった。また横山氏からは、マラルメの「観念」については、

同時代の哲学者、心理学者の定義と比較してはどうかという提案があった。ベルグソンの「意識の直接与

件」とそこから各自が形成する観念の関係、同時代の心理学との関係にもとづいてマラルメの観念を紐解

いてみてはどうか、というご指摘であった。その他、演劇研究の戸口民也氏からは総括的なコメントをい

ただき、全体として、文学研究、舞踊研究、演劇研究の 3 方向から、自身が現在進行形で考えている議論

を深めることができたという点で、発表者にとって大変有益な機会であった。記して感謝申し上げる。 

 

【村上由美（むらかみ・ゆみ）】 

専門はフランス文学。とくにステファヌ・マラルメとポール・クローデルについて論文を執筆し、詩人と
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舞台芸術のかかわりを研究している。早稲田大学ならびにパリ・ソルボンヌ大学で学業を修め、日本学術

振興会研究員をへて、現在は慶應義塾大学にて専任講師としてフランス語教育をおこなっている。日仏演

劇協会実行委員。 

  


